
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日、卒業する６年生にお祝いの気持ちと感謝の思いを伝えるための「６年生を送る会」を実施しました。 
これまで、実行委員を中心に、会場の飾りや当日の進行等について準備を進めてきました。また、各学年では、６

年生にお世話になったことを思い出しながら、心からの「ありがとう」を伝えようと発表の練習や会場の飾り作り、プレ
ゼントの作成に取り組んできました。６年生も、そんなみんなの気持ちに応えようと、６年間の小学校生活を思い出し
ながら練習に励みました。 
今日は、そんな由良川っ子たちの気持ちが体育館いっぱいに溢れ、外の寒さを吹き飛ばすほどの温かい空気に

包まれました。またひとつ、６年生とのよい思い出を重ね、令和３年度のまとめへと向かっていきます。 
これからも、今日のようにお互いの気持ちが通じ合う活動を通して、由良川小学校のよさを広げていきたいと思い

ます。本日の様子は、ホームページ及び次号の学校だよりでお伝えいたします。 
 
 
 
 

「６年生を送る会」を成功させよう 

スローガン 
輝けみんなの笑顔 ～６年生に最高のありがとうを伝えよう～ 

☆実行委員☆ 
委員長長 佐藤 翠南（５年） 
副委員長 樫村 乃愛（５年） 
委員委員 小谷 星斗（５年） 
委員委員 奥野 結心（４年） 
       加藤 侑吾（４年） 
委員委員 森谷 心結（４年） 
委員委員 上西 陽希（３年） 
委員委員 岸本 結芽（３年） 

 
☆各学年の発表内容☆ 
１年・   劇「さつまいも ころりん」 
２・３年  劇「そんごくう」 
４年・   劇「プラタナスの木」 
５年・   劇「News５ ～６年生の輝き～」 
６年・   劇「変わらない思い出 ～これからもずっと～」 

雪かきありがとうございます。 
昨年末、また年明けから雪かきをしなければならない日が多く

ありました。学校前の坂道にもたくさんの雪が積もり、子どもたちの

登校に支障を来すような状況でした。そのような中、学校周辺の

除雪をお世話になった地域の皆様、ありがとうございました。 

また、各地域においてもそれぞれで 

子どもたちの安全のために雪かき等を 

お世話いただいたことと思います。あり 

がとうございました。今後もよろしくお願 

いいたします。 

☆たくさんの雪におおはしゃぎ→ 

６年生の練習後のふりかえりより 
☆ 在校生への感謝の気持ちを忘れないようにしたいです。最後のメッセージを伝える時には、「今までありがと
う。」「これからもがんばってね。」という思いを乗せて発表したいです。劇の時にはおもしろ楽しく、メッセージの
時にはきりっとしっかりと気持ちを伝えたいです。見ている人に「成長したなあ。ありがとう。」という思いで見ても
らえるように頑張ろうと思います。 

☆ みんなへの感謝や成長した姿を見てもらえるように、練習に励んで思いを伝えられる劇にしたい。そして、お
世話になった人へのありがとうの気持ちも含めて劇に表せるようにしたい。そのために何度も練習し、台詞に心
をこめる。 

ご支援ありがとうございます。 
由良川小学校区子育て支援協議会の皆様に

は、子どもたちの健やかな成長のために物心ともに
多大なるご支援を頂いております。今年度もいただ
いた予算で、子どもたちのためにいろいろな物を購
入させていただきました。大切に使わせていただき
ます。 
 
☆ホッピング２台 

☆ルーペ付き観察かご 

など 
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自分に挑戦 ～朝なわとび～ 
朝マラソンのかわりに、この冬の時期には朝なわとびに全校

で取り組んでいます。継続して取り組むことで、体力の向上だけ
でなく自分の目標に向かって根気よく取り組む粘り強さも身に付
けてもらいたいと考えています。 
なかよし班の中でペアを組んでお互いの回数を数え合った

り、それぞれが習得したい技を練習したりしています。朝の体育
館はとても寒く、体が動きにくいですが、時間いっぱい取り組む
由良川の子どもたちです。回数を増やしたり、新しい技に挑戦し
たりしながら、力をつけてほしいと思います。 

 
 
 

わくわく発表会 ２・３年生 
 ２・３年生が、故事成語やものの数え方、方言
などについて調べたことを発表しました。「蛇
足」や「他山の石」などの意味について、寸劇
や画像をうまく取り入れ、思わず笑い声が起こ
るぐらい楽しい発表をすることができました。ま
た、同じバナナでもその状態によって、１本とか
１房とか１山とか数え方の単位が変わることも教
えてくれました。聞いている児童もたくさん感想
を伝えることができました。 

 

 

 

 

由良川小学校ホームページ  http://yuragawa-es.maizuru.ed.jp 

☆子どもたちの活動の様子などを紹介しています。ぜひ、アクセスしてみてください☆ 

加佐中学校区保幼小中一貫教育のコーナー 

～ふるさと加佐を愛し、夢・未来に向かって歩み続ける子ども～ 
 
 今年度の保幼小中一貫教育の取組について、まとめの総会を実施しました。 
 「１０年間を見通した確かな学力と豊かな人間性の育成」を大きなテーマとして掲げ、保幼小連携（つながり活動）や岡田
小学校との合同学習、小中で連携した取組などを実施してきました。この加佐校区は、舞鶴市内でも先駆けて保幼小中一
貫教育の取組をスタートさせました。今年度は、その成果を市内の先生方に発表する研究発表会も実施させていただきま
した。 
 八雲保育園とのつながり活動では、さくら組（年長児）と１・２年児童が様々な活動を通して交流してきました。きょうだいペ
アを構成し、植物の観察や学校探検、すごろく作りに取り組み、それぞれの力を発揮して一緒に学習することができまし
た。 
 総会では、各部会の取組の報告や研究発表会についてのまとめを行い、 
舞鶴市教育委員会からの指導助言をいただきました。今年度の取組を通 
して見えてきた成果と課題を次年度以降の取組に反映させ、一層の充実 
に努めたいと思います。 
また、精神的なつながりだけでなく、中学校卒業時の進路実現も大きな 

視点として持ち、各学年での学力定着や学習意欲の向上に向けても取り 
組んでいきたいと思います。 
           ☆２月２日（水）の総会は、オンラインで実施しました。→ 
 

                        ☆第 44 回全国海の子絵画展☆ 

                         教育美術振興会理事長賞  ２年 塩田 梓桜 

☆第 8１回全国教育美術展☆            

 特選 ３年 樫村 萌愛            ☆第 67 回青少年読書感想文京都府コンクール☆ 

佳作 １年 植和田知里  １年 森口 稀生   図書館教育部賞 

２年 加藤 稜真  ２年 岸本健四郎    １年 森口 稀生  ２年 木村  航 

   ２年 塩田 梓桜  ２年 東本 羽未    ３年 上野 結翔  ４年 奥野 結心 

３年 上西 陽希  ３年 岸本 結芽    ５年 小谷 星斗  ６年 塩田 晴琉 

☆第 51 回京都新聞お話を絵にするコンクール☆ 

佳作 １年 中村 優那  １年 森口 稀生 ２年 加藤 稜真  ２年 藤原未知琉 

３年 上野 結翔  ３年 樫村 萌愛 ３年 岸本 結芽 

由良川っ子のがんばり      

アルミ缶回収 
正門前で行っているアルミ缶の回収ですが、今年度２月末時点で３２，３５０円の収益をいただいております。 
本当にありがとうございます。いただきました浄財については、子どもたちの図書室整備等に役立たせてい 

ただきます。今後もたくさんのご協力よろしくお願いいたします。 
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